
特集１

Ｔ 回

ＩＴの進化に伴い,近年,ネットワークインフラや情報機器を活用した情報教育｡e-Learningが注Ｆ１を集めています．

金沢大学においても，本学学生に対する情報教育。e-Learningシステムの活用のみならず，大学間。地域社会に向

けてのＩＴを利用した教育システムの確立が急務とされています．

今回，本学のＩＴ教育活動を支える様々な取り組みについて，３本の特集記事を組みました．

ＮＴ教材作成支援室
～金沢大学のe-Learning教材を支援するIＴ教材支援室を紹介します～

総合メディア基盤センター情報教育部門助教授松本豊司

ｌ現代ＧＰプログラムおよび体制

教材支援室は平成１６年に採択された文部科学省施委員会は当センター情報教育部門の鈴木教授が委員

現代的教育ニーズ取組支援ﾌﾟログラム（現代ＧＰ)の長であり，学内の教員有志で構成されているまた，

テーマ６：「ＩＴを活用した実践的遠隔教育（ｅラーニン教員は教材作成小グループを構成して基礎科目を中心

グ)」において，「ＩＴ教育用素材集の開発とIＴ教育のに教材作成を行っている．教材開発の計画実施および

推進」という研究プロジェクト（以下現代ＧＰプログ予算執行の管理など事務的作業は事務局（以後IＴ事

ラム）に端を発する務局)で行うＩT事務局は,総合メディア基盤センター

本学における現代ＧＰプログラムの体制を図１に示の教員３名と大学教育開発。支援センターの教員１

す．プログラム本部は本部長に橋本哲哉情報扣当理事名のほかに，このプログラムで新たに雇用した専属の

をいだく人事。基本方針などを決定する組織であり，教務補佐員３名と技術補佐員１名で構成されている

ここで決定する基本方針に基づいて，ＩＴ教育実施委ＩＴ事務局の教員の教材作成を支援する体制が今回紹

員会で教材開発を行う体制となっているＩＴ教育実介するIＴ教材支援室である．

人事。基本方針の決定
本部長：榊報担当理J1下

教育担当魂率、総合メディア基盤センター畳、
大学教育'1N錨・支援センター魁｡事業担当者、
'1V軽部｣&、学生部奨
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図１本学の現代ＧＰにおける体制
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■特集１１丁潜鬮教寶の発展に向けて用

２．１Ｔ教材支援室の役目

現代ＧＰプロジェクトでは，「正規授業へのブレン

デイドe-Learningの導入」を主目標とし，以下の２

点を実現させるために必要なe-Learning教材を開発

することとしている．

･対面授業においてマルチメディア（様々な図や写真，

動画等を用いたシミュレーションなど）を活用し，

学生の興味をひき,講義内容のより深い理解を促す．

｡ネットワークを活用した予習。復習。課題演習など

の自己学習システムを構築し，大学設置基準の定め

による１単位４５時間の実質化を図る

教職員,'>藪燃iIEl可、懐-L悪aming

に億用できる教材に必要熊時

間､伎:耐､識用溌持・で(ｎ薫H咄

教職員

これまで本学においては，一部の熱意ある教員の取

り組みを除いて，教材作成があまり進まず，教育への

e-Leaming導入が進展しなかった．これは教員に熱意

があっても，予算が無い，時間が無い，技術力が無い

などの問題があったためである．これらを解決し，教

員の負担を極力減らすために，ＩＴ教材作成支援室は

作られている．

組織的に、蝋材作成，>支援懲り一愚二とが必要噂

ＩＴ識材作成支援掌騒設置し、作成釣議助献

溌す鶏。

図２教材･作成支援室の必然性

3．教材作成支援の方法

教材開発を行える．

現代ＧＰプロジェクトにおける教員の負担を減らす

もう一つの工夫は教材の素材化である．教材作成に必

要な素材（図や写真，テキストなど）を素材単位に開

発し，データベース化する．データベース化された

素材は，特に制限がない限り公開され，利用したい

教員が'二|由に利ﾉｰ|Ｉすることが可能である足りない素

材のみを自ら作るだけで，それぞれの教え方に合った

e-Leaming教材を簡単に作成することができる．また，

次年度に教材の構成を変更する際にも容易に行える．

教員の負担を減らすために，教員（実施委員）の仕

事は教材開発の企画を行うことのみを主としている．

教材作成の実務はアルバイト学生あるいは教材作成支

援室が行う．可能であれば，アルバイト学生として

教員の研究室の学生を現代ＧＰプロジェクト予算で雇

う．このことにより内容を良く理解した働き手の確保

と，研究室の学生の収入の確保の一石二鳥の効果が望

める研究室で有能な学生アルバイトが望めない場合

はIＴ事務局雇いのアルバイトが教材作成を行う．こ

うすることで，e-learningを行いたい教員が，容易に
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図４これまでに作成した素材のサンプル

4．教材作成支援休怖1１

ＩＴｌｆ務局の下にはIＴ教材作成支援室を置き，大学院

生および学部学生を主体とした独自のアルバイトチーム

を作っている現在，ＩＴ教材作成支援室でアルバイト

をしている大学院生および学部学生は２０名程度である

が，今後，作成の数のLI1加に合わせて逐次贈貝する予定

である．

アルバイト学生は,ビデオ撮影チームや素材開発チーム，

JavaAppletなどのプログラム開発能力を持つチームな

どが作られているまたデザイン関係は，外部のデザイ

ン寺Ｆ１家へも頼める体制を取っている

表ｌに支援室スタッフの業務分担を示す．教材作成に

関して｜Ⅱ談したい分野に応じてご相談ください． 図５教材作成の流れ
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なお，全般的なお問い合わせは以下まで．

連絡先：ＩＴ教材作成支援窒

電話：Ｏ76-264-6117,ＦＡＸ：076-264-6079

E-mail：it-sien@elkaanzawa-uacjp
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